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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

本標準は１９９７年４月制定のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様　ＪＴ－Ｉ

４３１第６版を基に専用線サービスに適用しうる専用線一次群速度ユーザ・網インタフェースのレイヤ１

仕様を規定している。

本標準とＪＴ－Ｉ４３１との基本的な相違点は、Ｄチャネルの有無にある。すなわち本標準は専用線サー

ビスへの適用を目的としており、現時点ではチャネル設定に関しＤチャネルによるユーザ側と網との間で

の制御の必要性がないことからＤチャネルに関する規定を行っていない。

注１　将来、ＩＴＵ－ＴにおいてＤチャネルによる専用線制御関連の規定が勧告化された時点、あるい

は国内においてＤチャネルによる専用線制御関連の標準化の要望が出された時点においては、本

標準の改定が検討されることとなろう。なお本標準はＤチャネルを必要とする専用線サービスに

対しＪＴ－Ｉ４３１の適用を否定するものではない。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１（第６版）に対して以下の項目削除及び規定変更を行っている。

(l)　Ｄチャネルの規定の削除

ＪＴ－Ｉ４３１の以下の章節においてＤチャネルの記述を削除している。

・3.1　機能概要

・7.1　Ｄチャネル

・9.2　フレーム間（レイヤ２）タイムフィル

・その他関連章節

(2)　情報チャネルのタイムスロット割り当てに関する規定変更

本インタフェースでは、Ｄチャネルによる呼設定時のタイムスロット割り当て機能がないことか

ら、固定タイムスロット割り当てのみの規定としている。

ＪＴ－Ｉ４３１での関連章節：

7.2　ＢチャネルとＨチャネル

(3)　上位レイヤとのプリミティブの削除

本インタフェースではＤチャネルの規定がないことから、レイヤ２とのプリミティブに関連する

規定は全て削除している。

ＪＴ－Ｉ４３１での関連章節：

3.4.5　プリミティブの定義

3.4.6　状態遷移表

注　本標準においてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１の規定を参照している箇所においては、全て第６版（１

９９７年６月）を参照するものとする。
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３．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 昭和６３年１１月３０日 制  定 

第２版 平成 元年 ４月２８日 誤記による訂正 

第３版 

 

平成 ２年 ４月２５日 

 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１の改版（第４版）の結

果を反映したもの 

第４版 

 

平成 ５年 ４月２７日 

 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１の改版（第５版）の結

果を反映したもの 

第５版 

 

１９９７年 ４月２３日 

 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１の改版（第６版）の結

果を反映したもの 

 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
(1) 継続検討課題としては以下の項目がある。 

(a) 運用機能（3.4 節） 

(b) 電気的環境条件（4.5 節） 

(c) マルチフレーム構成（ｍビットの使用法）（5.2 節） 

(d) 保守（１０章） 

(2) 参照している勧告標準等 

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ４３１、ＪＴ－Ｉ４１１、ＪＴ－Ｑ９２０、 

 ＪＴ－Ｑ９２１、ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｇ７０４、 

 ＪＴ－Ｇ７０６、ＪＴ－Ｇ７０９ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｉ．４３１、Ｉ．６０４、Ｇ．７０４、Ｇ．９６３ 

国 際 規 格 ＩＳ１０１７３ 

(3) 妨害波規定に関しては、TTC 技術書、TTC 標準を別途制定するので参照されたい。 
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１．本標準の規定範囲

本標準はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａで定義される１５４４kbit/s 専用線一次群速度ユーザ・網イン

タフェース構造のレイヤ１特性を規定する。インタフェースの参照構成はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａ

に定義されており、図１－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ａに再掲する。

ユーザ・網インタフェース規定点は図１－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ａの参照点Ｔとする。又参照点Ｓは

ユーザ・網インタフェース規定点ではないが、そのインタフェース条件はＴＴＣ標準に基づく専用線ユー

ザ・網インタフェースの規定に準拠することがのぞましい。

本標準では特に断わらない限り、機能群ＮＴ１、ＮＴ２などの網終端のレイヤ１を表すのに「ＮＴ」な

る語を用い、ＴＥ１、ＴＡ、ＮＴ２などの端末側終端のレイヤ１を表すのに「ＴＥ」なる語を用いる。

図１－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ａ　専用線ユーザ・網インタフェース参照構成

(図 2-1/JT-I411-a)

ＴＥ１

ＴＥ２ ＴＡ

ＮＴ１ＮＴ２

Ｓ Ｔ 伝送路

(1)

Ｒ Ｓ

(2)

参照点

機能群
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２．接続構成

接続構成は、そのインタフェースのレイヤ１特性にのみ適用され、高位レイヤの動作モードに対して、

いかなる制約も加えるものではない。

2.1　ポイント・ポイント

ＪＴ－Ｉ４３１「2.1　ポイント・ポイント」と同一規定

2.2　インタフェースの位置

ＪＴ－Ｉ４３１「2.2　インタフェースの位置」と同一規定

３．機能特性

3.1　機能概要（レイヤ１）

図３－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ａ　機能特性

Ｂチャネル

この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａで定義される６４kbit/s のビットレートを持つ複数の独立

したＢチャネルの双方向伝送を提供する。

Ｈ０チャネル

この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａで定義される３８４kbit/s のビットレートを持つ複数の独

立したＨ０チャネルの双方向伝送を提供する。

Ｈ１チャネル

この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａで定義される１５３６kbit/s のビットレートを持つ１つの

Ｈ１チャネルの双方向伝送を提供する。

ビットタイミング

この機能は、ＴＥやＮＴが多重化ビット列から情報を取り出すためのビット（信号エレメント）タイミ

ングを提供する。

ＴＥ

Ｂ，Ｈ０，もしくはＨ１チャネル

ビットタイミング

オクテットタイミング

フレーム同期

保  守

ＣＲＣ手順

ＮＴ

Ｂ，Ｈ０，もしくはＨ１チャネル

ビットタイミング

オクテットタイミング

フレーム同期

保  守

ＣＲＣ手順
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オクテットタイミング

この機能は、ＰＣＭ音声コーデックや要求された他のタイミングのためにオクテット構造を可能にする

ことを目的として、ＴＥやＮＴに対して８kHz タイミングを提供する。

フレーム同期

この機能は、ＴＥやＮＴが時分割多重チャネルを復元するための情報を提供する。

保　守

この機能は、インタフェースの適用又は異常状態に関した情報を提供する。一次群速度ユーザ・アクセ

スでの網参照構成における保守用ループ設定位置については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０４で与えられる。

ＣＲＣ（巡回冗長検査）手順

この機能は、フレーミングの誤りに対する保護とインタフェースの符号誤り特性の監視とを提供する。

3.2　相互接続回路

ＪＴ－Ｉ４３１「3.2　相互接続回路」と同一規定

3.3　起動／停止

インタフェースは、常時起動状態にあり、起動／停止の手順はインタフェースには適用されない。しか

しながらレイヤ１の伝送能力をレイヤ２へ示すために、本標準 3.4.5 節で定義されるプリミティブのセッ

トが用いられる。

3.4　運用機能

本節では、「網側」という語は、以下のＮＴ１、網内装置を示すために使用される。

「ユーザ側」とはＴＥ１、ＴＡ及びＮＴ２機能群のレイヤ１を終端する端末を示すために使用される。

3.4.1　インタフェースにおける信号の定義

ＪＴ－Ｉ４３１「3.4.1　インタフェースにおける信号の定義」と同一規定

3.4.2　網側とユーザ側での状態遷移表の定義

インタフェースの両側にあるユーザ側及び網側は、検出することができた個々の障害に関連するレイヤ

１の状態を、互いに通知し合わなければならない。そのため、２つの（１つはユーザ側、もう１つは網

側）状態遷移表が定義される。ユーザ側での状態（Ｆ状態）は、3.4.3 節で、網側の状態（Ｇ状態）は、

3.4.4 節で定義される。それらの状態遷移表は、3.4.6 節で定義される。

網側あるいは網側とユーザ側間で発生する障害状態ＦＣ１からＦＣ４は、図３－２／ＪＴ－Ｉ４３１－

ａに定義される。これらの障害状態は、ＦとＧ状態に直接影響を及ぼす。これらの障害状態の情報は、表

３－１／ＪＴ－Ｉ４３１に定義される信号形式によりユーザ側と網側間で交換される。
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ユーザ・網インタフェース

図３－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ａ　インタフェースに関する障害状態（ＦＣ）の位置

3.4.3　インタフェースのユーザ側におけるレイヤ１の状態

ＪＴ－Ｉ４３１「3.4.3　インタフェースのユーザ側におけるレイヤ１の状態」と同一規定

3.4.4　インタフェースの網側（Ｉｂ）におけるレイヤ１の状態

ＪＴ－Ｉ４３１「3.4.4　インタフェースの網側におけるレイヤ１の状態」と同一規定

3.4.5　プリミティブの定義

次のプリミティブは、またはレイヤ１とマネジメントエンティティ間（ＭＰＨ）で使用される。

ＭＰＨ－ＡＩ　＝ＭＰＨ－起動表示（障害復旧及び初期化の情報として使用される）

ＭＰＨ－ＥＩｎ＝ＭＰＨ－エラー表示（パラメータｎ付）

ｎ　　　＝報告されたエラーに関する障害状況を定義するパラメータ

3.4.6　状態遷移表

運用機能は、インタフェースのユーザ側におけるレイヤ１状態については、表３－１／ＪＴ－Ｉ４３１

－ａにおいて、また網側については表３－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ａにおいて定義される。

二重障害時における厳密な動作は、二重障害状態の種類および障害の発生の順序に依存する。

FC1

ユーザ側 網    側

ＦＣ２

ＴＥ ＮＴ FC3

ＦＣ４

Ｉａ Ｉｂ
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表３－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ａ　インタフェースのユーザ側における一次群速度

レイヤ１状態遷移表

初期状態 Ｆ０ Ｆ１ Ｆ２

（注１）

Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５

（注１）

Ｆ６

動作状態または障害状態 電源オフ
(ﾕｰｻﾞ側）

動  作  中 ＦＣ１ ＦＣ２ ＦＣ３ ＦＣ４ 電源オン
(ﾕｰｻﾞ側）

ｲﾝﾀﾌｪｰｽへの信号送信 無信号 正常動作
フレーム

正常動作
フレーム

ＲＡＩを有
するフレーム

ＲＡＩを有
するフレーム

正常動作
フレーム

無信号

ＴＥの電源オフ ／
ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＴＥの電源オン Ｆ６ ／ ／ ／ ／ ／ ／

網側からの正常動作ﾌﾚｰﾑ ／ －
ＭＰＨ－ＡＩ

Ｆ１

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｆ１

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｆ１

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｆ１
／

ＲＡＩ受信 ／
ＭＰＨ－ＥＩ１

Ｆ２
－

ＭＰＨ－ＥＩ１

Ｆ２

ＭＰＨ－ＥＩ１

Ｆ２

ＭＰＨ－ＥＩ１

Ｆ２

ＭＰＨ－ＥＩ１

Ｆ２

フレーム同期はずれまたは

 入力断
／

ＭＰＨ－ＥＩ２

Ｆ３

ＭＰＨ－ＥＩ２

Ｆ３
－

ＭＰＨ－ＥＩ２

Ｆ３

ＭＰＨ－ＥＩ２

Ｆ３

ＭＰＨ－ＥＩ２

Ｆ３

ＡＩＳの受信 ／
ＭＰＨ－ＥＩ３

Ｆ４

ＭＰＨ－ＥＩ３

Ｆ４

ＭＰＨ－ＥＩ３

Ｆ４
－

ＭＰＨ－ＥＩ３

Ｆ４

ＭＰＨ－ＥＩ３

Ｆ４

ＲＡＩ及び連続したＣＲＣ

エラー情報の受信（注２） ／

ＭＰＨ－ＥＩ４

Ｆ５

ＭＰＨ－ＥＩ４

Ｆ５

ＭＰＨ－ＥＩ４

Ｆ５

ＭＰＨ－ＥＩ４

Ｆ５ －

ＭＰＨ－ＥＩ４

Ｆ５

説明：単一障害状態

「ＭＰＨ－ＥＩ０～４」＝プリミティブＭＰＨ－エラー表示０～４

「ＭＰＨ－ＡＩ」＝プリミティブＭＰＨ－起動表示

注１　ＲＡＩとＣＲＣエラー情報を同時に処理できない場合、状態Ｆ５は状態Ｆ２と同一になる。

注２　ＲＡＩとＣＲＣエラー情報を同時に伝送できない場合、本イベントは「ＲＡＩ受信」イベントと

同一になる。

状
態
の
定
義

新
　
た
　
な
　
受
　
信
　
イ
　
ベ
　
ン
　
ト

－

／

MPH-Y

FZ

状態変化なし

存在しない状態

マネージメントプリミティブＹを発出する

状態Ｆｚに移る
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表３－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ａ　インタフェースの網側における一次群速度

レイヤ１状態遷移表

初期状態 Ｇ０ Ｇ１ Ｇ２ Ｇ３ Ｇ４ Ｇ５ Ｇ６

動作状態または障害状態
電源オフ

（ＮＴ）
動  作  中 ＦＣ１ ＦＣ２ ＦＣ３ ＦＣ４

電源オン

（ＮＴ）

ｲﾝﾀﾌｪｰｽへの信号送信 無信号
正常動作

フレーム

ＲＡＩを有

するフレーム

正常動作

フレーム
ＡＩＳ

ＲＡＩを有

するフレーム
無信号

ＮＴの電源オフ ／
ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＮＴの電源オン Ｇ６ ／ ／ ／ ／ ／ ／

正常動作フレーム受信

網内障害なし
／ －

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｇ１

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｇ１

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｇ１

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｇ１
／

網内障害（ＦＣ１） ／ ＭＰＨ－ＥＩ１ －
ＭＰＨ－ＥＩ１*

Ｇ２

ＭＰＨ－ＥＩ１*

－

ＭＰＨ－ＥＩ１*

－
ＭＰＨ－ＥＩ１

Ｇ２ Ｇ２ Ｇ２ Ｇ２

ＲＡＩの受信（ＦＣ２） ／ ＭＰＨ－ＥＩ２
ＭＰＨ－ＥＩ２*

－
－

ＭＰＨ－ＥＩ２*

－

ＭＰＨ－ＥＩ２*

－
ＭＰＨ－ＥＩ２

Ｇ３ Ｇ３ Ｇ３ Ｇ３ Ｇ３

網内障害（ＦＣ３） ／ ＭＰＨ－ＥＩ３
ＭＰＨ－ＥＩ３*

Ｇ４

ＭＰＨ－ＥＩ３*

Ｇ４
－

ＭＰＨ－ＥＩ３*

Ｇ４
ＭＰＨ－ＥＩ３

Ｇ４ Ｇ４

動作フレームの消失障害 ／ ＭＰＨ－ＥＩ４
ＭＰＨ－ＥＩ４*

Ｇ５

ＭＰＨ－ＥＩ４*

Ｇ５

ＭＰＨ－ＥＩ４:

－
－ ＭＰＨ－ＥＩ４

（ＦＣ４） Ｇ５ Ｇ５ Ｇ５

説明：単一障害状態

状態変化なし 存在しない状態

マネージメントプリミティブＹを発出する

状態Ｇｚに移る

二重障害状態

・第２の障害が支配的である第２の障害が発生した時、行うべき動作

・第２の障害が支配的で状態が既にＧｚへ変化したためインタフェースにおいて

第１の障害の消滅は明らかでない

・第１の障害が支配的で第２の障害が発生した時、状態は変化しないが、可能で

あるならばマネージメントエンティティに対し、エラー表示を与える

・第１の (支配的な) 障害が消滅する時行うべき動作

「ＭＰＨ－ＥＩ０～４」＝プリミティブＭＰＨ－エラー表示

「ＭＰＨ－ＡＩ」＝プリミティブＭＰＨ－起動表示

＊　このプリミティブの発出はディジタル伝送システムの能力及び網が使用するオプションに依存する。

状
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４．電気的特性

4.1　ビットレート及び同期

4.1.1　網接続特性

ＪＴ－Ｉ４３１「4.1.1　網接続特性」と同一規定

4.1.2　Ｉａ／Ｉｂにおける要求条件

インタフェースＩａに於ける受信信号の許容偏差及び関連する装置からの送信信号の制限を、以下に定

義する。受信部の要求条件は、接続された装置または網のインタフェースＩｂでの送信信号の要求条件を

含む。同様に、送信部の要求条件は、接続された装置または網のインタフェースＩｂでの受信部の要求条

件を含む。特定の機能群、例えばＮＴ２、に対する特有な要求条件は個別に定義される。

以下の各節に示された状態で動作するように設計された装置は、該当する全ての節に述べられている要

求条件に従わなければならない。

4.1.2.1　網クロックに同期した受信ビット列

ＪＴ－Ｉ４３１「4.1.2.1　網クロックに同期した受信ビット列」と同一規定

4.1.2.2　網クロックに同期しないＮＴ２に接続されたＴＥ１／ＴＡ

ＪＴ－Ｉ４３１「4.1.2.2　網クロックに同期しないＮＴ２に接続されたＴＥ１／ＴＡ」と同一規定

4.1.2.3　ユーザが用意した送信クロックに同期する受信ビット列

(a)　送信部要求条件：インタフェースＩａ（またはＩｂ）を介して送信される信号の伝送レートは、

１５４４kbit/s±３２ppm でなければならない。送信及び受信ビット列についてさらに必要な同期

の条件は、この標準の対象外である。

(b)　受信部要求条件：インタフェースＩａ（またはＩｂ）を介して受信した信号の伝送レートの変化

に対する受信部の許容偏差は、遠端の送信部の許容偏差に依存する。

4.2　出力端規定

ＪＴ－Ｉ４３１「4.2　出力端規定」と同一規定

4.3　入力端規定

ＪＴ－Ｉ４３１「4.3　入力端規定」と同一規定

4.4　Ｉａ／Ｉｂ　暫定規定

ＪＴ－Ｉ４３１「4.4　Ｉａ／Ｉｂ　暫定規定」と同一規定

4.5　電気的外環境条件

ＪＴ－Ｉ４３１「4.5　電気的外環境条件」ど同一規定
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５．フレーム構成

5.1　フレーム構成

ＪＴ－Ｉ４３１「5.1　フレーム構成」と同一規定

5.2　マルチフレーム構成

ＪＴ－Ｉ４３１「5.2　マルチフレーム構成」と同一規定

６．タイミングの考慮

ＪＴ－Ｉ４３１「６．タイミングの考慮」と同一規定

７．ＢチャネルとＨチャネルのタイムスロット割当

１つのチャネルは整数個のタイムスロットを占有しすべてのフレームの同じタイムスロット位置を占有

する。Ｂチャネル、Ｈ０チャネル、Ｈ１チャネルは、それぞれフレーム中の１個、６個、及び２４個のタ

イムスロットに固定的に割り当てられる。タイムスロットの番号及びその連続性については本標準では特

に制約を設けない。

８．ジッタ、ワンダ、フェーズトランジェント

8.1　概　論

ＪＴ－Ｉ４３１「8.1　概論」と同一規定

8.2　ジッタ

ＪＴ－Ｉ４３１「8.2　ジッタ」と同一規定

8.3　ワンダ

ＪＴ－Ｉ４３１「8.3　ワンダ」と同一規定

8.4　フェーズトランジェント

ＪＴ－Ｉ４３１「8.4　フェーズトランジェント」と同一規定

９．インタフェース手順

9.1　空きチャネル及び空きタイムスロットの符号

チャネルに割り当てられないタイムスロットにおいては、オクテット中に少なくとも３つの２進「１」

が双方向に送信されなければならない。

9.2　フレーム同期とＣＲＣ－６手順

ＪＴ－Ｉ４３１「9.3　フレーム同期とＣＲＣ－６手順」と同一規定

10．保　守

10.1　概　論

ＪＴ－Ｉ４３１「10.1　概　論」と同一規定

10.2　保守機能

ＪＴ－Ｉ４３１「10.2　保守機能」と同一規定
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10.3　保守信号

ＪＴ－Ｉ４３１「10.3  保守信号」と同一規定

10.4　ｍビット（４kbit/sデータリンク）

１５５４kbit/s マルチフレームフォーマットは、フレーミングオーバヘッドに続くデータチャネルを提

供する。これらのｍビット（ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｉ４３１　表５－１／ＪＴ－Ｉ４３１）は１回おきに１

５４４kbit/s フレームに発生する。これは、結果として有効な４kbit/s のリソースとなる。このリソースは、

アクセスディジタルセクションとＴＥの運用と保守に関するさまざまな目的に使用される。すなわち、Ｒ

ＡＩ（10.3 節）、ＣＲＣ演算和計算に関するデータの通常報告および制御スリップ事象の発生等である。

データリンクは、ＤＬと呼称する。

ＤＬは、制御信号と伝送品質データという２タイプの情報を運ぶ。とくに規定しない限り、これらの信

号の規定は両伝送方向とも同一である。

制御信号は、優先的である。すなわち、送信されたとき、本信号はＤＬの他信号を上書きしてしまう。

制御信号の優先メッセージは、10.4.1 節で定義される。

伝送品質データは、継続検討中である。

10.4.1　制御信号

ＪＴ－Ｉ４３１「10.4.1  制御信号」と同一規定

10.4.2　伝送品質報告メッセージ（ＰＲＭ）

１５４４kbit/s 一次群速度アクセスディジタルセクションの伝送品質検証は、フレーム発生源で生成さ

れた演算和のファシリティ監視と計算および比較にもとづいている。フレーマは、１５４４kbit/s フレー

ムＦビットオーバヘッドのＣ１　からＣ６　ビット位置に６ビット演算和を挿入する。本ＣＲＣ－６多項式は、

先行するマルチフレームに関する演算和である。

１５４４kbit/s フレーム基準を次の方法で保証することにより、アクセスディジタルセクションの任意

点で部分的な伝送品質保証が、可能である。すなわち、ＣＲＣ－６演算和を計算し、フレーマで演算・挿

入されたもの（Ｃ１　からＣ６　に指定されたビット位置で受信された）と比較することによる。

このようにして、上り方向の伝送品質はＮＴとＴＥ双方の監視点で検証できる。下り方向の伝送品質は、

伝送品質報告から測定される。

下り方向の伝送品質報告の詳細は継続検討中である。

11．コネクタ

ＪＴ－Ｉ４３１「11．コネクタ」と同一規定

12．インタフェースの配線

ＪＴ－Ｉ４３１「12．インタフェースの配線」と同一規定

13．給　電

ＪＴ－Ｉ４３１「13．給　電」と同一規定
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